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はじめに

　「初期仏教経典」というお釈迦様の直
じきじき

々の教えから、

一つ経典をご紹介いたしましょう。

　経典には「仏教とは何か」というお釈迦様の教えの

特色を示しているエピソードがいくつかあります。多

くの方々は、「仏教って一体どんな教えなのか？｣ と

疑問に思ったことが一度はあるのではないでしょう

か。といいますのも、仏教はまったく宗教的ではない

からです。祈祷やお祓いなどはやりません。仏教以前

からある伝統的なしきたりや習慣も、全部くつがえし

てしまうのです。たとえば、インド文化では年上の人

を尊敬しなくてはなりません。年上の人が来ると、立

ち上がって深く礼をしなければならないのです。この

習慣は現代になっても続いていて、年上の人にたいし

ては必ず挨拶をします。お釈迦様は、そのようにはや

りません。年齢ではなく、人間の道徳性を重視された

のです。つまり尊敬し、礼をすべき人とは、「道徳的

に優れている人である」と教えられました。このよう

にして、あらゆることをくつがえされたのです。

　しかし、そういうことをしながらも、お釈迦様は宗

教家として出家し、托鉢をしながら、何もモノを持た
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ずに生活しました。

　ですから、仏教を学ぼうとする方々にとっては、お

釈迦様は宗教家か、あるいは革命的な生き方を教える

人か、どちらかわからなくなるのです。それで「仏教っ

て何なのか？」という疑問が出てくるのです。

　経典には「仏教はこういうものである」と紹介する

教えがいくつかあります。この『パハーラーダ経』も、

その一つです。お釈迦様ご自身が、自分の教えはどの

ようなものかと説明されているこの経典はとても貴重

な記録であり、皆様にも大いに役立つでしょう。

Axguttara Nikqya, Awwhaka nipqta, 2 Mahqvagga, Sutta No. 09
Pahqrqda Sutta/
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大海の八つの不思議

阿修羅は大海が好き

　パハーラーダ（Pahqrqda）という名の阿修羅がいま

した。

　まず、「阿修羅」とは何かを考えてみましょう。阿

修羅はパーリ語で asura と言います。asura の sura は

「神」という意味で、asura の a は「無」または「非」、

いわゆる否定するときの接頭辞です。この二つの語を

合わせると、「非神」とか「無神」となりますが、そ

ういいましても、阿修羅は神の一種ですし、意味がよ

くわかりません。　

　ギリシャ神話には神々がいて、その神々と戦うもう

一種の神々がいます。この神々と戦う神々のことを「タ

イタン族」と言います。asura はちょうどこのタイタ

ン族のような存在で、英訳するときは「タイタン族」

とすることもあるのです。

　仏教では、阿修羅は神霊の一種とされ、仏典にとき

どき登場しています。
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　この経典は、お釈迦様がヴェーランジャー街のナ

レールプチマンダ樹の下に座っていたとき、パハー

ラーダ阿修羅と対話した記録です。ナレールプチマン

ダというのはどのような種類の樹かわかりませんが、

その樹の下に座っていらっしゃったときの対話です。

　パハーラーダが、お釈迦様に礼をしました。そうす

ると、お釈迦様は先にパハーラーダにこのように尋ね

ました。

　「君たち（阿修羅たち）は大海が好きですが、それ

はなぜですか？」

　パハーラーダは答えました。

　「尊師よ、大海には八つの不思議があります。だか

ら我々は大海が好きなのです」

　そして、八つの不思議を次のように説明しました。

1	 anupubbaninno anupubbapozo anupubbapabbhqro , 

na qyatakeneva papqto

大海は徐々に深くなる。最初から深淵ではない。

　大海というのはだいたい徐々に深くなるのであっ

て、崖のように突然ガクンと深くなるわけではありま

せん。これが大海の不思議なところの一つです。
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2	 mahqsamuddo whitadhammo vela/ nqtivattati

大海は安立している。決して岸を超過しない。

　川とは違います。川は突然洪水になって民家を台無

しにすることもありますが、海はそのようなことはあ

りません。落ち着いていて安定しています。（でも、

津波の場合はどうですかと聞かないでください。阿修

羅たちはそこまで細かく考えていないようです）

3	 mahqsamuddo na matena kuzapena sa/vasati

大海は死骸や腐敗物と同居しない。腐敗物をたちま

ち陸に捨てる。

　大海は、死骸や腐敗物などの汚い物とはまったく関

係がありません。すぐに捨て去ります。たとえばクジ

ラが死んだら、その死骸は波に流されて、どこかの陸

にあげられるように。

　（そうはいっても、実際のところ、陸にあげられる前

に他の魚に食べられる生き物もいくらでもいます。パ

ハーラーダはそこまで考えて言っているわけではなく、

ただ陸から海を眺めたときに見える自分の感想をちょっ

と述べているだけです。海を眺めていると死骸などが陸

にあげられるのが見える、そのことを言っているのです）
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4	 yq kqci mahqnadiyo, seyyathida/_gaxgq yamunq 

aciravat] sarabh[ mah], tq mahqsamudda/ patvq 

jahanti purimqni nqmagottqni,' mahqsamuddo' tveva 

saxkha/ gacchanti

ガンガー、ヤムナー、アチラワティ、サラブー、マヒー

などの大河は大海に流れ、 どの大河もたちまち元の

大河の名前を捨てて、一つの「大海」になる。

　これも大海の不思議の一つです。ガンガー、ヤム

ナー、アチラワティ、サラブー、マヒーなどの大河は、

インドにある大きな河です。現在もあります。ガンガー

は大変有名で、インド人にとっては河の王様のような

河です。「ガンガー」はそれ自体が「河」という意味で、

ヤムナー、アチラワティ、サラブー、マヒーなどの

ように個々に名前が付いているわけではありません。 

｢河＝ガンガー｣ なのです。日本語では「ガンジス河」

としてよく知られています。

　そこで、あちらこちらからいろいろな河が大海に流

れ込んできますが、大海に入った時点で大海に溶け込

んで混ざり合い、元の河は何かということがまるっき

りわからなくなるのです。これも大海の不思議なとこ

ろの一つです。
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5	 yq ca loke savantiyo mahqsamudda/ appenti yq ca 

antalikkhq dhqrq papatanti, na tena mahqsamuddassa 

[natta/ vq p[ratta/ vq pa``qyati

世界中の河々が大海に流れ込み、また空からは雨が

降り落ちてくる。しかし大海は減ることも増えるこ

ともない。

　世界中のいろいろな河々が海に流れ込んできますか

ら、海の量は増えるはずです。でも、全然増えません。

湖には増えたり減ったりする現象はありますが、海に

はないのです。

　また、空から降り落ちてくる雨の量は相当なもので

す。ちょっと豪雨になると、陸では災害にもなるほど

ですから。でも、大海は増えたり減ったりすることも

なく安定しています。これも大海の不思議なところの

一つです。

6	 mahqsamuddo ekaraso lozaraso

大海の味は一貫して塩味である。

　世界中どこでも大海の味は塩味です。
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7	 mahqsamuddo bahuratano anekaratano

大海には大量の宝物がある。

　大海には真珠や瑠璃、真珠母貝、石英、珊瑚、金、銀、

水晶、猫目石などの宝石がいろいろあります。おそら

く昔のインドの人たちは、海の深いところには種々

様々な宝物がいっぱい眠っていると想像し、海に憧れ

ていたのでしょう。

　現代科学から見ても、海には金、銀、銅などが大量

に溶けていますが、残念ながら工業的にとり出すこと

ができません。海の中にはかなりの財産があります。

ただ使えないだけなのです。

8	 mahqsamuddo mahata/ bh[tqna/ qvqso 

大海は巨大な生命の住
す み か

処である。

　大きな身体を持つ生き物は、だいたい海に生息して

います。経典にはその生き物の名前がいくつか列挙さ

れていますが、ただ現代ではクジラ以外の生き物はみ

んな絶滅していますし、名前を挙げても私たちにはど

んな生き物かわかりませんから、ここでは省略いたし

ます。
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　このようにして、パハーラーダ阿修羅は「大海には

八つの不思議があります。だから我々は大海が好きな

のです」と答えました。

　私の個人的な感想としましては、インド人、とくに

インドの中央部に住んでいる人たちにとっては、海は

未知なるもので、一生海を見ないという人はいくらで

もいます。そういう人たちは海を神秘的なものだと考

えて、海に憧れるのです。ですから「海は不思議」と

いいましても、そこに何か特別な神秘的な意味がある

のではなく、ただ「海はいいなあ、不思議だなあ」と

憧れている程度の不思議なのです。
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仏道の八つの不思議

　次に、パハーラーダはお釈迦様にこのように質問し

ました。

　「尊師よ、我々が大海が好きなように、比丘たちは

教えが好きで、喜びを感じて修行をしているのでしょ

うか？」

　お釈迦様は答えました。「仏弟子たちは仏道に満足

して修行しています」

　パハーラーダはお釈迦様に尋ねます。「尊師よ、比

丘たちが満足して修行する仏道の不思議なことは、い

くつありますか？」（そんなに満足するということは、

何か不思議なことがありますか？　それはいくつあり

ますか？）

　お釈迦様は答えました。「パハーラーダよ、大海に

八つの不思議があるのと同じように、仏道にも不思議

な特色が八つあります」

　これは仏典の教え方の一つです。相手が大海の不思

議を「八つ」言いました。そこでお釈迦様も、「八つ」

の項目をあげて、仏道の不思議（特色）を説かれるの

です。
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智慧を徐々に完成する段階的システム

1	 Imasmi/ dhammavinaye anupubbasikkhq 

anupubbakiriyq anupubbapawipadq, na qyatakeneva 

a``qpawivedho.

大海は徐々に深くなる。最初から深淵ではない。こ

の教え（仏教）も、徐々に学び、徐々におこない、徐々

に実践するものである。初めから（突然）解脱に達

するのではない。

［ 解 説 ］

　仏教の道は、幼稚園から大学卒業まで進む教育シス

テムのようなものです。仏道の良いところは、どんな

人でもその道を歩めば「最終解脱に達する」というと

ころです。ですから、自分には能力がないなどとあき

らめる必要はありません。この道に入ったら、最初か

らきちんと学べばよいのです。

　仏教は教えを整理整頓して教えています。ですから、

学んでいくうちに知識は発展していきますし、膨大な

量の真理の知識が頭に残るのです。自分でも、ここま

で知っているのかと不思議になるほどいろいろなこと

が理解できるようになるでしょう。世俗の勉強はむず

かしいですし、つまらないし、やりたくないかもしれ
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ません。でも、仏教は最高の教育手段を使っています

から、いやな気分にはなりません。まじめに勉強する

なら、やる気は自然に湧いてくるのです。

　むかし西洋では、「神の教えこそが唯一正しい教え

だ」ということを仏教の国々にも布教しようと考え、

西洋の研究者たちは「敵を知る」ために仏教を研究し

ました。それでどうなったかといいますと、仏教の研

究がおもしろくてやめられなくなり、結局、一生かけ

て仏教を研究し、たくさん論文を書いて発表するよう

になったのです。それで仏教はキリスト教に潰される

どころか、逆に西洋のキリスト教社会にも広がってい

きました。仏教を最初に西洋に紹介したのは牧師さん

や神父さんなどキリスト教の聖職者たちです。仏教を

勉強するとどれほどおもしろくなるかということが、

このエピソードで理解できると思います。

　仏教はしっかり人を育てます。それも、その人に何

も負担をかけないようにして、なんのことなく段階的

に進むようにするのです。だから初期仏教を知ってい

る人は、子供でも論理的にものごとを考えます。これ

は仏教の特色で、仏教を学んだら、けっこう大物にな

るのです。

　仏教は、学ぶ人の心を徐々に向上させます。大

きく三つの段階に分けることができます。まずは
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「anupubbasikkhq」です。悪行為は何か、善行為は何

か、親孝行をすること、道徳を守ることなど、仏教の

基本的なところを学ぶことです。次に「anupubbakiriyq」

です。これは行
おこな

なうことで、生活習慣や行動をいろい

ろ正していくことです。それから「anupubbapawipadq」

です。実践面でも最初のステップから始めて順々に進

んでいきます。そして最後に覚りに達して解脱に至る

のです。

　他宗教の場合は、だいたい一発で最終目的に達せら

れるようなニュアンスで語られているようです。それ

も神を信じたり、懺悔したり、祈ることなどの単純な

行為のみで最終目的に達せられます、と。ヒンドゥー

教も同じで、簡単な行
ぎょう

をおこなうだけで十分だと考え

ているようです。一部に冥想も必要だと言う人がいま

すが、その冥想法も徐々に成長していく冥想ではなく、

まず神と霊魂を信じ、その後、冥想を通じて神秘体験

するという冥想です。うまくいったなら、神と霊魂が

一体になったと満足して終了するのです。

　仏教の冥想は、このような神秘体験を目指すもので

はなく、智慧を徐々に開発して、完成へと導きます。

それから解脱に達することで、修行を完了するのです。

最初から無理な修行は求めていません。まずは誰にとっ

ても実践しやすいところから始めて、成長するにした
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がって修行の中身を深めていくという方法です。です

から、仏道は誰にとっても実践しやすい道なのです。

　お釈迦様は今から 2550 年以上も前に、ご自身が発

見された「覚りへの道」を段階的なシステムにして、

人々にわかりやすく教えられました。これが仏教の第

一番目の不可思議なところです。

持戒で優柔不断を断ち切る

2	 Ya/ mayq sqvakqna/ sikkhqpada/ pa``atta/ ta/ 

mama sqvakq j]vitahetupi nqtikkamanti.
　

大海が安立して岸を超えないように、仏弟子たちは

命にかえても戒律を守る。

［ 解 説 ］

　お釈迦様の弟子たちは、自分の命よりも大事に戒律

を守ります。戒律の意味を理解している人は、自分の

命よりも大事に戒律を守るのです。

　ここは理性に欠けている人々にとっては誤解しやす

いポイントですので、注意が必要です。たとえば誰か

が「断食は戒律であり修行である」と言ったとしましょ

う。命よりも戒律を大事に守るという場合には、どん

なに空腹で死にそうであっても「断食をやめます」と
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いう態度はとれません。それで、死ぬ羽目になってし

まいます。お釈迦様は、このような苦行めいた常識外
はず

れの戒律は定めていません。お釈迦様が定めたのは、

理性のある人なら誰でも正しいと言わざるをえない戒

律・道徳なのです。

　仏道に入って最初に学ぶべきことは、戒律・道徳で

す。これは盲目的に守るのではなく、戒律や道徳は何

のために、何を目指して守るのかと、その意味をしっ

かり理解して、実践するのです。意味や目的を理解し

て納得すると、戒律を守る勇気が湧いてきます。他人

に誘惑されて戒律を犯すような優柔不断な人間ではな

くなるのです。

　戒律・道徳は、人間が自分たちの好みで編み出すも

のではありません。生命の法則を理解するなら、自然

に成り立つものだということがおわかりになるでしょ

う。お釈迦様が定めても定めなくても、道徳は普遍的

に成り立つものなのです。たとえば「不殺生戒」とい

う戒律について考えてみますと、なぜこの戒律がある

のでしょうか？　それは、どんな生命も「死にたくな

い、殺されたくない」という気持ちがあるからです。「殺

さないでくれ」と必死に泣いている生命を殺すのは、

すごく残酷なことではありませんか？　それで「殺し

てはならない」ということが自然法則として善い行為
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になるのです。殺されたくない、死にたくない、とい

う気持ちは、どんな生命にもあります。これは生命の

法則の一つです。この法則によって、「殺さない」と

いうことが自然に善い行為になるのです。したがって、

不殺生戒は人が人為的に定める必要はないのです。

　でも、私たちはそうした法則など知りません。知っ

たとしても、無視します。自分さえよければいいとい

う我
わがまま

儘な気持ちで、自分の勝手な都合で、他の生命を

殺すのです。気持ち悪いから殺すとか、イヤだから殺

すとか、迷惑だから殺す、人に何か言われたから殺す、

楽しいから殺す、趣味だから殺す、敵だから殺す、殺

される前に殺す、食べるために殺すなど、まったくい

い加減な言い訳を付けて殺します。最近は、「殺した

いから殺す」という恐ろしい人間も現れているほどで

す。ですが、被害者になる生命は当然のこと殺された

くはありません。ということは、殺生は自我のあらわ

れです。「自分こそが偉い」「自分だけに生きる権利が

ある」などという高慢や邪見のあらわれなのです。

　そこで、「殺生しない」と決めた人は、心から徐々

にこの自我の錯覚が消えていきます。高慢も邪見も無

くなって、心が清らかになります。他の生命を殺さな

い人は、他の生命にとって安らぎを感じるやさしい人

間になるのです。
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　この意義が理解できると、「たとえ自分が殺されそ

うになったとしても他の生命を殺さないことが正しい

生き方だ」ということが納得できるでしょう。このよ

うにアリ一匹にたいしてもその命を尊重し、殺意を持

たない人のことを、他の人は殺すことなどできません。

それでも、極悪人が殺そうとするかもしれません。そ

の場合も、不殺生戒を守っている人は、その人にたい

して怒りも憎しみも起こりませんし、恐怖感さえ起こ

りません。代わりに、無知で悪行為をする相手のこと

を心配して憐れむのです。どんな人でも、どんな極悪

人でも、自分のことを心配してくれる人のことを殺す

ことなどできません。それで命が守られるのです。で

すから「戒律を命をかけて守ります」が、それは決し

て「修行という名目でおこなわれる自傷行為」にはな

らないのです。

　戒律の例として不殺生戒を挙げましたが、不殺生戒

以外の戒律も、学んでみると、すべて自然に成り立つ

ものであるということが理解できるでしょう。ですか

ら当然、自分の命よりも大事になるのです。在家の

方々にとっては理解するのがむずかしいかもしれませ

んが、もし「自分の命よりも戒律が大事」という気持

ちで戒律を守るなら、戒律の威力をありありと感じる
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ことができるでしょう。

　出家には多くの戒律があります。それらも「自分の

命よりも大事」というスタンスで守らなくてはならな

いのです。ただ、戒律を守ることがどうしても無理だ

と弱気になった人には、還俗する自由も与えています。

　仏教は芯の弱い人を強くします。優柔不断をなくし、

確信を持って生きる強い人間をつくります。無知な人

に誘惑されない強い精神をつくります。戒律を守る人

には、落ち込みや悩みはないのです。

サンガはオープンなのに汚れない

3	 yo so puggalo duss]lo pqpadhammo 

asucisaxkassarasamqcqro pawicchannakammanto 

assamazo samazapawi``o abrahmacqr] 

brahmacqripawi``o antop[ti avassuto kasambujqto, na 

tena saxgho sa/vasati; khippameva na/ sannipatitvq 

ukkhipati.

大海が死骸や腐敗物と同居しないのと同じように、

道徳がなく、悪に染まり、隠しごとのある出家・修

行者の偽
にせもの

者、（心の）中身が朽ちている者から、サ

ンガは離れる。
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［ 解 説 ］　

　簡単に言いますと、サンガ（僧団）の中にあやしい

者や疑わしい者がいれば、サンガはその人を仲間に入

れません、という意味です。

　出家の目的は、はっきりしています。真理を発見し

て解脱に達することです。出家する際、出家を請うと

きの言葉がありまして、「輪廻の苦しみを超えて涅槃

に達したいので、出家させてください。お願いします」

と言わなければなりません。しかし口ではそのように

言っていても、心の中で別の目的をもって出家する人

もいるのです。

　たとえば、インドでは修行者は托鉢をしますが、托

鉢をしても、それほど貰えるということはありません。

でも仏弟子は貰えるのです。なぜかはわかりませんが、

仏教の場合はあまり困ったことがないのです。それを

見て、「仏教の出家グループに入ったら食べ物と住む

所は心配しなくてもいい。楽に生活できる」などと考

えて、いい加減な気持ちで出家する人もいるのです。

また「僧侶は格好いい。一般の人々から尊敬される」

などと尊敬や名誉、利益を得るために出家する人もい

ます。お釈迦様の時代でも、仏教を破壊する目的や教

えを盗む目的で出家した人もいました。そういう人た

ちは、出家のグループに入ってから、かなり迷惑をか
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けたのです。

　他宗教の人や何か信仰をもった人が、いきなり仏教

の出家グループに入って来ると、困ります。なぜなら、

教えの内容がまったく異なるからです。そこでお釈迦

様は、一般の人が出家したいと言ったらだいたいＯＫ

しますが、他宗教の人や修行者が出家したいと言った

ら、すぐにはＯＫせず、代わりに仮に出家を認める仮

出家を与えました。まず調べるのです。三か月間、出

家ではなく仮出家としてサンガといっしょに生活し、

その間お坊さんたちはその人のことを見ています。見

ているといいましても、出家したら集団の中で生活し

ますから、隠しごとは一切できませんし、隠れて食べ

たりとかもできません。プライバシーは全くない世界

で、みんなザーッと一緒にいるのです。いつでも誰で

も見ているのですから、特別に見張り役をつける必要

もありません。それで三か月間が終わって、その人に

何も問題がなかったら、出家を認めます。そこまで気

をつけていたのです。

　それでも、仏教はオープンですから、汚れた目的を

持つ人たちがサンガに入って来ます。そうすると、仏

教は壊れてしまいます。それらから仏教を守らなくて

はなりません。そこでお釈迦様はこのようになされま

した。極重罪（pqrqjika）を一つでも犯したら、本人
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が報告しようが、隠そうが、他人に知られようが、そ

れに関係なく、その人はサンガの一員としての資格を

完全に失うということです。追放されるのです。お釈

迦様はそういう人がいるなら追い出してくださいと

おっしゃいました。あなたは関係ないから外へ行って

くださいと。

　戒律を破ると、修行は進みませんし、覚ることもで

きません。これは当然のことです。戒律を破ったとい

うことは、仏教にたいする信頼性がないか、自分にた

いしてあまりにも甘いか弱いかのどちらかです。自分

にあまりにも執着がありすぎて戒律を破り、それでも

冥想すれば覚れますよ、ということは絶対にありえま

せん。戒律は仏道の基盤となるものですから、戒律を

破る人は、その時点で仏道から外
はず

れていますし、サン

ガの一員ではないのです。

　この三番目の項目は、二番目の項目の「大海が安立し

て岸を越えないように、仏弟子たちは命にかえても戒律

を守る」の内容と反対のことを言っているのではないか、

と思われるかもしれません。前の項目では「仏弟子は自

分の命よりも大事に戒律を守ります。戒律は破りません」

という内容でしたが、こちらでは仏弟子の中で「戒律を

破る人」のことを言っているのです。「破りません」と言っ

たのに「破ってしまう人」のことです。
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　戒律を破った時点で、あるいは戒律を破る目的で出

家した時点で、その人はあやしい者です。あやしい者

がサンガに入ることはいくらでもあります。海にも、

汚いものは流れて来ます。海にはそれを阻止すること

はできません。ゴミや死骸が流れ込んで来るのをどう

やって阻止できるでしょうか？　できないのです。で

も、海に流れ込んで来たものは、海はきれいさっぱり

捨て去ります。同様に、仏教のサンガの組織もオープ

ンですから誰でも出家することはできますが、心が汚

れている者や戒律を破った者は、なんのことなく外へ

追い出されるのです。

誰もが「平等」な世界

4	 Evameva/ kho, pahqrqda, cattqrome vazzq _khattiyq, 

brqhmazq, vessq, suddq, tetathqgatappavedite 

dhammavinaye agqrasmq anagqriya/ pabbajitvq 

jahanti purimqni nqmagottqni,'samazq sakyaputtiyq 

tveva saxkha/ gacchanti.

ガンガー、ヤムナーなどの大河が大海に流れても、

すべて潮になるように、四つのカースト（王家、バ

ラモン、商人、使用人）が仏道に出家したら、古い

氏名を捨てて、皆「釈迦子沙門」になる。
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［ 解 説 ］

　インドの社会にはカースト制度があり、王家、バラ

モン、商人、使用人の四つの階級に分けられています。

　「王家」というのは、土地の権利を持っている人、

いわゆる地主のことです。インドでは現代日本のよう

に誰でも土地を購入できるということはありません。

一部のカーストが土地の権利を握りしめているので

す。インドへ行ってみると、見るかぎり農業が盛んな

のですが、実際に農業に携わっている人たちは自分の

土地を少しも持っていません。土地はすべて大金持ち

の地主のものなのです。ですからここでは「王家」と

訳されていますが、それよりも広い意味を表す「地主」

と訳したほうがよいと思います。

　それから、「バラモン」というのは聖職者のこと、「商

人」というのは普通の人のこと、「使用人」というの

は召使いや奴隷のことです。

　これらどのカーストからも、仏教に出家することが

できます。仏教にはカースト制度はありません。出

家したらみんな自分の名前を捨てて、お釈迦様の弟

子である「釈迦子沙門」になるのです。パーリ語の

「sakyaputtiyq」とは、お釈迦様の息子たち（子供たち）

という意味です。家が変わりましたから、在家のとき

に持っていたものはすべて捨て去ります。地位や身分、
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それから名前さえも捨てるのです。それで仏教の中で

はカースト制度や差別制度は成り立たないのです。

　仏教は、人間の差別を厳しく批判しています。世間

の差別やカースト制度などは一切認めません。経典の

中には差別を否定しているものがいくつかあります

が、そこには驚くほど強烈に記されています。当時の

バラモン人たちは「自分のカーストこそが一番偉い」

と考えて、それだけで何もしませんでした。「我々は

何をやっても神の子だからＯＫだ」と考えて、いい加

減に生活していたのです。お釈迦様は、このバラモン

人のカースト意識にたいして徹底的に批判していまし

た。これはスッタニパータの経典に普遍的に説かれて

います。たとえば、動物は生まれたその時点でそれぞ

れにカーストがあります。ネコはネコのグループ、ゾ

ウはゾウのグループ、ウサギはウサギのグループなど

と。生まれによってすでに「差」が成り立っているの

です。しかし、人間の場合は皆同じです。生物学的に

見ますと、動物には多くの種がありますが、人間は一

種しかありません。そこで、バラモン人は自分のこと

を偉いと言っていますが、何が偉いのですか？　他の

カーストと何か違うのですか？　人間としてやってい

ることはまったく同じではないですか？　人間なら

「行
おこ

ない」を見なさい。卑しい行ないをする人は、そ
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の卑しい行ないによって、卑しい人になります。優れ

た行ないをする人は、その優れた行ないによって、優

れた人になります。だから優れた行ないをしてくださ

い。「自分のカーストが上だ」と思うこと自体が汚れ

た思考です。そう思った時点で、その人はもうとっく

に卑しい人間になっているのです。

　人を差別した時点で、自分が卑しい人間になってい

ます。人に指を指
さ

すのではありません。人に向かって、

格好悪いとか、気持ち悪いなどと言うことは、相手を

差別していることです。人を差別する気持ちを持って

いるから、相手よりも差別した自分のほうが卑しく

なっているのです。

　人間は皆平等です。仏教では社会のどんな立場の人

が出家しても、元の家の名前を捨てて出家の名前で生

まれ変わり、仏弟子としてサンガの一員になります。

どんな民族でも、どんな肌の色の人でも、いったん仏

教に出家したら、みんな「仏弟子」なのです。名前も

変わります。西洋人が出家しても、アフリカ人が出家

しても、日本人が出家しても、誰が出家しても、みん

な仏教のパーリ語の名前になるのです。

　これって一般の社会では不思議なことです。俗世間

では上下関係が激しく、差別はなくなっていません。

多くの宗教組織も同じです。キリスト教は厳密な縦の
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関係ですし、イスラム教はそれほど厳しくありません

が、それでもやはりサウジアラビアにはイスラム教の

メッカがありますから、一番優れていると考えられて

います。他の国々の格が低いのです。日本の新興宗教

組織なども決まって縦の関係で、一番トップには開祖

様の家族以外だれも入れないようになっていることが

多いようです。

　大乗仏教では衣の色や形で格差を付けています。こ

れは初期仏教では禁止しています。衣は変えてはいけ

ません。出家者は誰でもみんな同じものを着なくては

ならないのです。

　お釈迦様が教えた仏教には、差別は微塵もありませ

ん。仏教は「平等」ということを 2550 年以上ものあ

いだ、徹底的に、しっかりと守っています。勝手に縦

の組織をつくって差別をつくることはできません。こ

れは本当に仏教の不思議なところの一つなのです。

涅槃は不増不減

5	 Bah[ cepi bhikkh[ anupqdisesqya nibbqnadhqtuyq 

parinibbqyanti, na tena nibbqnadhqtuyq [natta/ vq 

p[ratta/ vq pa``qyati.

世の中の河々が大海に流れても、雨が降っても、大
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海においては減ることも増えることもないように、

多くの比丘たちが無
む

余
よ

涅
ね は ん

槃に達するが、涅槃におい

ては減ることも増えることもない。

［ 解 説 ］

　「無余涅槃」ということが、ちょっとわからないと

思います。無余涅槃とは、完全に覚った人（阿羅漢）

が亡くなることです。阿羅漢は一切の執着を捨ててい

ますが、肉体はまだあります。苦しみはなくなりまし

たが、肉体はまだ残っていますから、肉体から生じる

苦しみはあるのです。歩いたら疲れますし、お腹もす

きますし、病気にもなります。そういう肉体の苦しみ

はあります。でも寿命が尽きたとき、その肉体も捨て

るのです。「無余」というのは、余すところが無い、

つまり涅槃に達した、という意味です。

　そこで一般的によく言われるのは、覚った人たちが

涅槃に入った――そうすると涅槃の人口が増えるので

はないか、ということです。これはあり得ません。そ

れから、誰も覚らなかったら涅槃の人口が減って寂し

くなるのではないか、と。これもあり得ません。海と

同じなのです。人が涅槃の境地に入ろうが入らなかろ

うが、それに関係なく、増えることも減ることもあり

ません、と海に喩えているのです。
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　では、「涅槃」とはいったい何でしょうか？　これ、

理解するのはむずかしいと思います。人は修行して覚

りに達すると涅槃を体験しますが、それがどういうも

のなのか、誰も説明することはできませんし、言葉に

もなりません。涅槃は、言葉にならない境地なのです。

　あえて言いますと、仏教では「すべての物質は地水

火風の四つのエネルギーのみである」と教えています

が、涅槃にはその地水火風がありません。また、時間

も空間もありません。私たちは一般的に、時間と空間

がなければ存在はないと考えています。存在とは、物

理的に言いますと、空間をとっていることです。涅槃

には、その空間がないのです。たとえば怒っている人

を見て、「いま怒っていますね。今あなたに怒りがあ

ります」というと、よくわかります。「はい、いま私

に怒りがあります」と。しかし「怒りは身体のどこに

あるのか、場所を指してください」と言うと、それは

できません。「いま怒りは小指にあります」とか「い

ま耳に入りました」など、空間はないのです。脳のど

こかにあるのかというと、それもわかりません。脳の

機能が全体的におかしくなるだけです。だから怒りや

嫉妬、憎しみ、喜び、慈しみなどの感情、それから認

識は、空間をとらないのです。

　しかし、時間はとります。時空次元で見れば、認識
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には時間の次元はあります。「いま怒っている」とい

うとき、「いま」という時間があるのです。それで五

分たって「いま怒りがない」とすると、怒りは五分間

あったことになります。このように認識には空間はあ

りませんが、時間はあるのです。

　涅槃は、時間も空間も認識もない状態です。ですか

ら覚っていない人には到底理解できることではありま

せん。お釈迦様は「涅槃とはどういうものかと考えて

はならない」とおっしゃいました。涅槃は言葉で語れ

るものではないのです。強いて言えるのは「究極の幸

福・やすらぎ」であり、「人が目指すべき、達するべ

き境地」と、そこだけ明確にしています。仏道を実践

すると、心が涅槃を体験するのです。

　ですから「涅槃に入った」などとは言えません。阿

羅漢が亡くなったということは、「涅槃になった」と

いうことです。「涅槃に入った」ではなく、「涅槃になっ

た」と言ったほうが正しいと思います。覚った人は誰

でも「涅槃になる」のです。

　そこで、無常も苦もない、人が達するべき涅槃の境

地は、減ることも増えることもありません。海と同じ

なのです。涅槃は一切の現象が成り立ちません。人間

の認識の対象にもなりません。したがって「減る・増

える」だけでなく、言語が使える範囲や認識概念の範
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囲も超えているのです。

目的は唯
ただひと

一つ「解脱」

6	 Evameva/ kho, pahqrqda, aya/ dhammavinayo 

ekaraso, vimuttiraso.

大海が「塩」という一つの味であるように、この教

えも「解脱」という一つの働き（目的）である。

［ 解 説 ］

　お釈迦様の教えの目的は、唯
ただひと

一つ、「解脱」です。

それだけなのです。仏教経典は、この目的に沿
そ

って、

しっかりと解脱のほうへ進んでいきます。途中で脱線

することはありません。短い経典でも長い経典でも、

最後には「解脱」で終わるのです。

　パーリ文の中に r
ラサ
asa という言葉がありますが、rasa 

には二つの意味があります。一つは「味」、もう一つ

は「働き・機能」です。パハーラーダさんは rasa の

一番目の意味の「味」を使って「塩という一つの味」

と言っていますが、お釈迦様は rasa の二番目の意味

を使って vimuttiraso「解脱という一つの働き」と言っ

ています。この場合は「味」ではなく「機能・働き」

のことです。
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　お釈迦様の教えには「機能」があるのです。どうい

う機能かといいますと、「解脱に導く」という機能です。

だから勉強するだけでも、心は知らないうちに成長し、

解脱のほうへどんどん進んでいくのです。

　お釈迦様の教えには、不思議な力があります。これ

は呪文やマントラのような力だと勘違いしている人も

いますが、そういう類
たぐい

のものではなく、「教えに深い

意味がある」ということです。教えの意味が理解でき

れば、たちまち心が清らかになるのです。たとえば、

どうしようもなく悩んで落ち込んでいるとき、お釈迦

様の言葉を一行だけでも読んでみると、その瞬間、電

気を付けたようなかんじで心がパッと明るくなるで

しょう。お釈迦様の言葉にはそのようなすごい力があ

るのです。これは呪文やマントラのようなものではな

く、言葉の内容・意味の力です。「お釈迦様の言葉を

変えたり入れ替えたりしてはならない」と言われるの

は、そういう理
わ け

由なのです。変えてしまったら、「言

葉の意味」が崩れてしまいますから。

　仏教は完全な教えです。経典にはあらゆることが記

されています。日々どう生きればいいか、仕事はどう

すればいいか、お金の管理はどうすればいいか、など

日常生活に役立つ教えから、政治、経済、教育などに

役立つ教えがいろいろあります。
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　また、人間関係や心のやすらぎに関する教えもあり

ます。最近、日本では多くの方が心のやすらぎを求め

てカウンセラーのところに行っているようですが、仏

教徒になったらカウンセラーに行く必要はなくなりま

す。子育てのカウンセラーも、教育のカウンセラーも

必要ありません。自分一人で問題を解決できるように

なるのです。もし母親が仏教徒なら、完璧に子供を育

てることができるでしょう。学校の問題も、教育の問

題も、思春期の問題も、なんのことなく解決できるで

しょう。その情報が仏教にはあるのです。ただ、項目

として書いてあるわけではありません。「これから教

育について語ります」とか「子育てについて語ります」

「親子の問題について語ります」などとは書いてあり

ません。でも、きちんと書いてはあるのです。たとえ

ば、お釈迦様は比丘たちに「政治的な話は議論しては

ならない」と禁止されていますが、お釈迦様が政治家

やリーダーたちに説法している内容を見ますと、いか

にして国を正しく統治するかという政治の方法を教え

ているのがわかるのです。

　それから、高度な知識や哲学、論理を学びたい方は、

お釈迦様の教えをしっかり学ぶなら、もう誰もかなわ

ない理性的な人になるでしょう。

　超越した能力の話もあります。私たちは今感情に溺
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れて、情
なさ

けない状態で生きていますが、人間はそんな

ものではなく、本当はすばらしい能力が備わっていま

す。経典には神通力の話や、その能力の育て方なども

記されているのです。

　それで終わりません。宇宙の話もあります。もし宇

宙研究者たちが経典を少しでも読んで勉強してみれば、

「我々はここまで知らない……」と驚くことでしょう。

　大量にある経典を読むと、お釈迦様はさまざまな人

にたいして、生きる上で必要なアドバイスを与えてい

るのがわかります。科学者にも、経済学者にも、家庭

の奥さんにも、若者にも、子供にも、仏教から学ぶべ

きものがあるのです。ですから仏教は堂々と「誰でも

来てください。あなたの役に立つものがありますよ」

とオープンにしているのです。これは現代風に言えば、

ウィキペディアのようなものです。そこには無数の情

報があるのです。でも、ウィキペディアのようにいろ

んな人が訂正したり付け加えたりする必要はありませ

ん。仏教はすでに完成しているのですから。

　このように、仏教の教えには何でもありますが、結

局は「一つしかない」とも言えます。そこがまた仏教

の不思議なところです。政治や経済、宇宙などの話は

ついでにチラチラと言うだけで、仏教のメインテーマ

にはなりません。仏教の教えは一貫して「心を清らか



37仏道の八つの不思議

にして解脱すること」にかぎるのです。いろんな話が

あるからといって、この目的からは微塵も脱線しませ

ん。どんな話も「解脱・涅槃」で終了します。これが

仏教の不思議の一つなのです。

三十七の宝物

7	 Aya/ dhammavinayo bahuratano aneka ratano.

Seyyathida/ _ cattqro satipawwhqnq, cattqro 

sammappadhqnq, cattqro iddhipqdq, pa`cindriyqni, 

pa`ca balqni, satta bojjhaxgq, ariyo awwhaxgiko maggo.

大海に宝物がたくさんあるように、この教えにも様々

な宝物がたくさんある。仏教に隠れている宝物とは

どのようなものか。それはすなわち四念処、四正精進、

四神足、五根、五力、七覚支、聖八正道である。

［ 解 説 ］

　この偈では数字をおもしろく使っています。四、五、

七、八と順番にもなっています。この経典は丸暗記す

る経典でしたから、私たちにとってはこのような数字

のからくりがあったほうが覚えやすいのです。たとえ

ば「七覚支」と覚えると、「覚支が七つある」という

ことはすぐにわかりますし、説法するときに一つ二つ
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落とすことはなくなるのです。

　仏教は「四」は好きな数字です。四聖諦（四つの聖

なる真理）ですからね。四聖諦は四つに決まっている

のです。真理はいくつあったっけ……よくわからない

……ということはありえません。「真理は四つ」と、

数字といっしょに教えてあるのですから。

　「四念処」というのは、心を清らかにし、解脱する

ための冥想です。これも身・受・心・法の四つにまと

めてありますから覚えやすいですし、実践しやすいで

しょう。身体（身）の冥想から始めて、感覚（受）の

冥想に入り、心の冥想にも入って、なんのことなく真

理（法）の冥想に進んでいきます。見事な組み立てに

なっているのです。

　「四正精進」とは、四つの清らかな精進・努力のこ

とで、仏教では努力は四つのみと教えています。この

四つで、努力は完結するのです。四つとは、

・今やっている悪い行為をやめる努力

・いままでやったことのない悪い行為を絶対これから

もやらない努力

・今やっている善い行為を完成させる努力

・いまだかつてやったことのない善い行為をする努力

　

　これら四つの項目を満たすことで、努力は完成しま
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す。世の中の人間の努力というのは、すべてこれら四

つにまとめられるのです。

　「四神足」とは欲神足・勤神足・心神足・観神足のこと。

「五根」とは、信・精進・念・定・慧の五つの能力。「五

力」とは、信・精進・念・定・慧の五つの力。「七覚

支」とは、覚りに必要な七つの要素で、念・択法・精

進・喜・軽安・定・捨の七つです。「聖八正道」とは、

涅槃に至るための八つの実践項目で、正見・正思惟・

正語・正業・正命・正精進・正念・正定の八つです。

　ここでリストアップした項目はすべて覚りに達する

ために必要な条件であり、この上なく貴重な宝物なの

です。

仏教は「生きることの科学」

　お釈迦様の教えはすべて立証して語っている具体的

な事実です。

　たとえば、恐竜のことをいろいろ研究している恐竜

研究者たちは、恐竜を再現するために実物大の大きな

模型を作っていますが、模型はその時代で本当にその

ような恐竜だったか、事実は誰にもわかりません。最

近は声まで再現していますが、本当にその声だったの

でしょうか？　恐竜型ロボットもどこかで作っている

ようですが、それを見ると本当におもしろいですし、
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いきなりガーッと口を開けて飛び出してきますから、

恐くなったりもします。迫力があり、子供たちは大変

喜ぶでしょう。でも、あの声は本当にその恐竜の声な

のか、事実は誰にもわからないのです。

　仏教は、この恐竜の話のようにいい加減な話ではあ

りません。すべて立証して教えています。恐竜の話は

単なる人間の推測にすぎず、そうだったかもしれませ

んし、まったく違うかもしれません。事実はわからな

いのです。それとは違い、仏教は「生きることの科学」

です。今ここで自分が生きている、その科学ですから、

立証できるのは当たり前のことなのです。

　世の中にはさまざまな哲学や思想、宗教がたくさん

ありますが、それらはだいたい妄想や推測、先入観で

あり、単なる概念である場合が多いのです。その中に

は、心を汚す教えや間違った道に陥らせる教え（たと

えばテロリストをつくる教えなど）もありますし、反

対に、まじめで丁寧で、いくらか心を制御することの

できる教えもあります。でも、それらの教えも完全な

ものとは言えないのです。

　一切の概念を破り、真理を発見し、ありのままに観

ることのできる智慧をもたらす教えは、仏教だけです。

教えを実践していくと煩悩がどんどん消えていき、や

がて一切の概念が破れて、智慧が現れるでしょう。究
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極的には最終の解決策、いわゆる「解脱」が得られる

のです。

　心を完全に清らかにする道は、仏教以外、世の中に

はありません。一切の苦しみを乗り越え、究極のやす

らぎである解脱に達する方法は、仏教以外ほかにない

のです。ただ、仏教の中でも部派仏教や宗派仏教になっ

たりすると、それはなくなってしまいます。たとえば

浄土真宗的な思想では「念仏を唱えれば救われる」と

言っていますが、実際、念仏を唱えて本当に救われる

のでしょうか？　人格が向上するのでしょうか？　心

は完全に清らかになるのでしょうか？　題目を唱える

ことはどうでしょうか？　悪人にも題目を唱えること

はできますが、唱えることで悪行為が完全にやめられ

るのでしょうか？　心は清らかになるのでしょうか？

そのままなのです。

　ですから「心を清らかにすること」に繋げていない

教えや修行法は、お釈迦様の教えとは直接関係のない

別の話になるのです。

　「心を清らかにすること」にかかわる教えも、世の

中にはときどきあります。でもそれらも残念ながらす

べて不完全なのです。たとえば、イエズス様の言葉に

「左の頬を殴られたら右の頬も出しなさい」という有

名な教えがありますが、この一行だけを聞くと、なん
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となく良い言葉のようにも聞こえますが、同時に疑問

や反論もいろいろ出てくるでしょう。この教えで言い

たいのは、いわゆる「仕返ししてはならない」という

ことで、別の言葉で言いますと「自分の怒りを制御し

なさい」ということですが、イエズス様はそこまで言っ

てないのです。「右の頬も出しなさい」と、それで終

わりです。「なんだそれ、やられっぱなしでいいのか

……」と聞きたくもなるでしょう。説明がありません。

だから教えは不完全なのです。

　お釈迦様の場合は、証拠や理由をしっかり述べて教

えています。「人に殴られたとき、もし自分が腹を立

てて怒ってしまったら、その怒りによって自分の心が

燃えて苦しみます。だから、自分の怒りを制御してく

ださい。怒りを制御することは、すばらしいことです。

幸福への道です」と。他人を殴る人は自己管理ができ

ずに怒りで燃えているのであり、そんな状況でも、あ

なたが落ち着いて、相手にたいし「どう、気がすんだ？」

とニコッと笑うなら、あなたは立派な人なのです。

　怒って殴り返すのは簡単ですが、自己制御は簡単で

はないのです。

　このように、世の中にある類似した諸々の教えと比

較しますと、仏説は完全に語られていて異論を立てる

ことができないということが理解できるでしょう。お
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釈迦様以外の人々の智慧の言葉も大事ではあります

が、異論を立てることも簡単にできるのです。

　しかし、仏説はできません。だからといって堅苦しい

暗い教えかというと、そうではありません。すべて立証

して語っている具体的で明るい教えです。普遍的な真理

を説き、実践する人には必ずなんらかの心のやすらぎや

幸福が得られる、正真正銘の本物の教えなのです。

仏教は革命的な教え

　仏教は革命的な教えです。でも、残念ながらこのこ

とに気づいている人はほとんどいません。気づかない

のは、私たちに智慧がないからです。私たちは勉強し

て知識は豊富にありますが、その内容を理解して本当

に納得していないのです。だから誰でも「まだ足りな

い、まだ足りない……。もっと、もっと……」と欲張っ

て知識を増やすだけ。たくさん知識がなくても、得た

知識の意味をしっかり理解して、本当にそうなのかと

納得することが一番大事なことです。もし仏教を真剣

に学び、納得できたなら、仏教がいかに大胆革命的な

教えかと驚くでしょう。

　お釈迦様が 2550 年以上も前に「大発見しました」

と言って最初の説法で説いた教えは、四つの聖なる真

理、つまり四聖諦でした。四聖諦の第一番目は「生は
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苦である」という苦の真理です。

　でも、現代の哲学者や宗教家たちは、いまだに「生

とは何か？」と考え、いい加減な答えを出しているよ

うです。たとえば、キリスト教では最初にアダムとイ

ヴがいて人類が誕生した。そして二人が罪を犯したた

め、その罪を人類全体が負わなければならない、など

と言っていますが、ここで理屈が完全に崩れているの

がおわかりになると思います。アダムとイヴが罪を犯

したからといって、なぜ人類全体が罪人になるので

しょうか？　やはり、教えそのものがいい加減なので

す。人間というのは誰でも不完全で、欠点だらけで、

周りに誘惑されやすく、悪に陥りやすい。この現象を

どう説明すればいいのか全くわからないから、このよ

うな物語を作って話すのです。

　また、生命は親なしで無生物から自然発生した、と

言う人もいます。原始時代、地球上に雷が落ちたり豪

雨で嵐が吹き荒れたりなど激しい気候の変化があった

とき、化学物質がゴチャゴチャしているところで、突

然生命を構成するアミノ酸ができて生命が誕生した、

などと言っていますが、この話もまだ仮説であり、証

明されていないのです。

　仏教は、生命や宇宙の最初の原因（起源）を探して

はならない、と教えています。探すこと自体が間違い
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なのです。なぜなら、すべての現象世界は「因果法則」

で成り立っているのだから。私たちは因果法則を知ら

ないだけで、よく観察するなら「原因があって結果が

ある」ということが理解できるでしょう。原因があっ

たから、結果が出るのです。そうすると、その結果が

また原因になり、その原因がまた結果になる……そう

やって順々にたどっていくと、結局は糸の始まりが見

つからないのです。たとえば「Ｂという結果は、Ａが

原因である」という場合、Ｂという出来事の前にはＡ

という原因があり、そのＡの前には、また何らかの原

因があります。その原因の前には別の原因があり、ま

たその原因の前にはまた別の原因がある……これが限

りなく続いていくのです。

　ですから仏教は、人類の最初はどうだったかとか、

地球の生命はどうやって誕生したかという起源のこと

は思考しても結論に達しない、としています。宇宙は

現れて消え、現れて消え……きりがなく回転し、その

中で生命も現れて消え、現れて消え……限りなく回転

しているのです。

　そこで、宇宙の起源を知ったからといって、いま生

きている私たちには何の影響もないでしょう。今の生

き方を改良するためには、何の役にも立ちません。役

に立たない知識を追うことは無意味なことです。宇宙
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の起源を知りました……だから何？　ということにな

るのです。「起原」というものは、最初から発見でき

ない、成り立たない概念です。科学者には、地球がい

つどのように誕生したのかということを研究すること

はできるでしょう。科学的に何かを発見すると、いま

まであった間違った思考を直すことができますし、生

命の誕生に関して、もし神話的なインチキ物語で一般

の人々が脅されているとするならば、その恐怖感から

人々を解放してあげることもできるでしょう。

　でも実際には、宇宙も生命も際限なく現れて消えるも

のですから、起原というものはそもそも成り立たないの

です。ですからお釈迦様は「生はどのように始まったか」

ではなく、「生とは何か」という具体的な事実を見てく

ださい、と教えられました。よく観察するなら、「生は

苦である」ということが発見できるでしょう。これは誰

にも発見できなかった宇宙の普遍的な真理なのです。

生命を生かしているエネルギー

　お釈迦様が発見された「四聖諦の苦」とは何でしょ

うか？　

　厳密に言いますと、私たちは「苦」があるから生き

ています。生命が生かされているエネルギーは「苦」

なのです。たとえばお腹がすいたとき、もし「気持ち
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いい｣ と思ったら何も食べないでしょうし、食べなけ

れば死んでしまいます。お腹がすいたら苦しい――だ

から食べるのです。｢食べたい、食べたい！ ｣ という

すごいエネルギーが湧いてきて、食べざるをえない状

態になります。このように「苦しみ」が「食べたい」

というエネルギーを生じさせているのです。

　そこで、何かを食べようとして、もしそれに味がな

かったりすると、今度は「おもしろくない、いやだ、

まずい……」などと不満を感じるでしょう。味がない

ものは、お腹がすいていてもあまり食べる気にはなり

ません。これもまた苦しみです。それで調理法や味付

けをいろいろ変えて、苦しみをなんとか消そうとする

のです。

　立っていると苦しいから座り、座っていると苦しい

から立ちます。息を吸ったら苦しいから吐き、吐いた

ら苦しいから吸います。

　家にいる時なぜテレビを付けるかというと、退屈だ

からです。退屈は苦しみでしょう。部屋にいるとき、

楽しくて楽しくてたまらなかったら、テレビは付けま

せん。つまらないから、付けるのです。

　では、なぜテレビを消すのでしょうか？　番組がお

もしろくないか、つまらなくなったからです。ほら、

苦しいでしょう。ですから、テレビのスイッチを入れ
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るのも苦しみがあるからですし、消すのも苦しみがあ

るからなのです。

　外出するときにもテレビを消しますが、これも同じ

苦しみが原因なのです。付けっぱなしで出かけること

は不安材料になります。おもしろい番組を見ていると

しましょう。でも、外出する時間になります。そのとき、

｢遅刻したら大変！」というちょっとした恐怖感が起

こるのです。番組自体はおもしろいのに、「遅刻する」

という恐怖感が優先してしまい、テレビを消さなけれ

ばならないのです。このように調べると、人のいかな

る行動についても、それらは苦しみがやっているとい

う事実が発見できるでしょう。

　このように、私たちは苦しみによって生かされてい

ます。食べるのも、運動するのも、おしゃれをするのも、

結婚するのも、人間関係を築こうと頑張るのも、なん

でもかんでも苦しみがやらせているのです。その苦し

みは天にあるのではなく、私たちの身体に具体的にあ

ります。「楽しいからごはんを食べる」というのは間

違いで、それはその人の観察能力が乏しいだけ。ちゃ

んと客観的に観察するなら、「空腹という苦しみがあ

るから食べる」ということが発見できるでしょう。

　今も皆さんは手足を動かしたり、首を傾けたり、髪

の毛を触ったり、いろいろ身体を動かしているでしょ
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う。それは苦しいからです。なんとなく気持ちが落ち

着かないか、気分が良くないか、しっかりしていない

から、動くのです。どんな小さな動きも、苦しみがや

らせているのです。

　そこで、他宗教が「生命を生かしているのは絶対神

だ」と証拠もない概念を語っているのにたいし、仏教

は「苦」という誰でも具体的に立証できる事実を教え

ています。この事実を知るだけでも、私たちはどれほ

ど楽になるでしょうか。どうか神様助けてくださいと

お祈りすることはなくなりますし、お金があったら幸

せになるからガツガツ儲けるぞといった、あの途轍も

ない欲望も苦しみも一発で消えて、いきなり心が穏や

かになるのです。

　ですから、お釈迦様の教えというのはこの上ない宝

物です。唯一の宝物なのです。金銀財宝などは心を汚

すもので、宝物ではありません。仏教では宝石や財産

を毒蛇に喩え、「触れるな」と教えています。皆さん

は高級な宝石が手に入ったら楽しいでしょう。でも、

楽しいどころではなく、大変なストレスの原因にもな

ります。その宝石のせいで執着ばかりして、心が汚れ

てしまい、不幸になる可能性が大いにあるのです。

　これに対し、何の危険もない正真正銘の宝物という

のは、お釈迦様の真理の言葉・教えです。これ以外ど
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こを探しても、安全で真に価値のある宝物は他に見つ

けることはできないのです。

八種の偉大なる人格者

8	 Aya/ dhammavinayo mahata/ 

bh[tqna/ qvqso. tatrime bh[tq. sotqpanno 

sotqpattiphalasacchikiriyqya pawipanno, sakadqgqm] 

sakadqgqmiphalasacchikiriyqya pawipanno, anqgqm] 

anqgqmiphalasacchikiriyqya pawipanno, arahq 

arahattqya pawipanno.
　

大海には巨大な生命がいるように、この教えも偉大

なる生命の住
す み か

処である。偉大なる生命とは、預流果

に達した者、預流果に達する道を歩む者、一来果に

達した者、一来果に達する道を歩む者、不還果に達

したもの、不還果に達する道を歩むもの、阿羅漢果

に達したもの、阿羅漢果に達する道を歩む者である。

［ 解 説 ］

　海には巨大な生命がいるように、仏道には巨大な人

格者がいます。その巨大な人格者、つまり偉大なる大
おお

物
もの

を、八種に分けています。これは仏教以外にはあり

ません。
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　八種とは、預流道・預流果、一来道・一来果、不還

道・不還果、阿羅漢道・阿羅漢果です。それぞれの語

尾に「道」または「果」が付いていますが、「道」と

いうのは原因のこと、「果」というのは結果のことで、

たとえば預流道は預流果になるための原因である、と

いう意味です。

　仏教を学び、実践しようと決意した時点で、その人

は他の人とは違い、大物であるということができます。

理性的で科学的で、真理を発見しようではないか、心

を清らかにしようではないか、と頑張っていますから、

凡人のレベルを超えているのです。

　そこで、修行して最初の覚りに成功したら「預流果」

と呼ばれます。まだ煩悩はいくつか残っていますが、

預流果というのは「流れに入った」という意味で、そ

のまま涅槃までまっすぐに流れて行くのです。預流果

に覚ったら、聖者です。俗世間を乗り越え、聖なる世

界（聖者の世界）に入っていますから、もう誰もかな

いません。だから「偉大なる人」と呼ばれるのです。

迷信や神秘などはもうひとかけらもありません。

　仏教で聖者とは誰かというと、この八種の人格者で

す。預流果から阿羅漢までが「聖なる弟子・聖者」と

呼ばれるのです。これは他人に認めてもらって聖者に

認定してもらうということではなく、自らが心を清ら
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かにし、自らが達するものなのです。他の人から認定

してもらう必要はまったくありません。

　お釈迦様が涅槃に入られる前のこと、ある人がお釈

迦様にこのような失礼な質問をしました。

　「お釈迦様の教えには一番目の覚り、二番目の覚り、

三番目の覚り、四番目の覚りの四つの段階があります

が、覚れるのは仏教だけですか？」

　このとき、お釈迦様は高齢で身体が病気でしたから、

なんの躊躇も遠慮もなく、このように答えられました。

　「仏教と関係なく、四聖諦を発見して修行すれば、

誰でも覚りに達します。覚りに達するには、四聖諦を

発見しなければなりません。しかし私以外に四聖諦を

説いている人は世の中にいません。だから一番目の聖

者も、二番目の聖者も、三番目の聖者も、四番目の聖

者も、仏教にいるのであって、他宗教にはいません」と。

　お釈迦様は最後の最後、疲れていらっしゃったので

しょう。普通はこのように率直に、自分だけが真理を

語っている、と言うことはありません。でも、この『パ

ハーラーダ経』は涅槃に入られるよりもずっと前のお

話ですから、「仏教には大物がいる」とそれだけ言っ

て終わるのです。
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おわりに

　この経典は、「仏教とは」という自己紹介のような

経典です。仏教はただ単に信仰するものでも、拝むも

のでも、祈るだけのものでもありません。人格が確実

に向上する具体的で実践的な教えであり、試す・やっ

てみる・実践する教えなのです。

　実践するなら、この世ですぐに何らかの結果が現れ

ます。死後、天国に行けますとか幸福になりますなど

とは言いません。死後の世界の話ではなく、いま生き

ているこの世界で結果が現れるのです。戒律を一つ

守っただけでも、善い結果が得られることが経験でき

るでしょう。

　仏教に似た教えは世の中にはありません。これも

はっきりしています。仏教は宗教とも言えませんし、

科学とも言えませんし、哲学でもありません。日常生

活の中で正しく生きることを教えていますが、日常論

を語っているだけでもないのです。

　これが仏教の不思議なところです。経典にはあらゆ

る教えが含まれつつも、その教えの一つ一つは「普遍

的な真理」を説いているのであり、実践する人を確実

に「解脱」へと導く「最高の幸福」を教えているのです。
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